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出願 特徴

届出書 特徴

期限 特徴

案件進捗 特徴

年金 特徴

ライセンス・契約 特徴

補償金 特徴

各種帳票出力 特徴

情報統計 特徴

その他の管理機能

インターネット出願支援 特徴

包袋管理 特徴

他社特許の監視 特徴

その他の機能

他
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検索・DB ツール
種類

その他・特記事項等

分析ツール
種類

その他・特記事項等

特許／実用新案／意匠／商標／費用／予算／ポートフォリオ／契約／係争／調査／他社権利／製品

上記各案件に、包袋登録や関連案件への紐付けが可能

特許／実用新案／意匠／商標／費用／予算／ポートフォリオ／契約／係争／調査／他社権利／製品

Web 画面入力、日本特許庁インターネット出願データ取込、米国特許庁 PrivatePAIR 連携、公
報書誌情報連携、年金サービス連携、Excel/CSV アップロード

可 グローバル四法の出願管理が可能

可 発明届出書・商標調査依頼書・契約申請書などを自由に定義可能

可 社内外の期限をテンプレート化して柔軟に管理可能

可 属人化しない案件主体の進捗管理で、組織的な管理が可能

可 独立した年金支払いポータルからの指示・支払い処理も可能

可 権利・製品・調査票などと紐付けた契約管理が可能

可 各種報奨金の登録や支払状況の管理などが可能

可 定型レポート出力やテンプレートへの差込印刷が可能

可 直感的にドリルダウン可能な可視化ツールを標準装備

・知財ポートフォリオの可視化・ビジュアル化機能 ～ 優れた報告レポート作成や管理をサポート・特許スコア・
知財ファイナンス強化機能（様々な切り口での予実管理機能、タスクと紐付いた請求管理、費用データを可
視化したダッシュボードレポートなど）・社内データや公開データを活用した知財ポートフォリオ管理機能
＊医薬承認申請および延長登録出願と関連付けた医薬特許管理も可能
＊ 200 以上の法区・法制度に対応し、四半期毎に最新情報に更新。
＊機能・画面ごと、組織・個人ごとの柔軟なセキュリティ設定で、グループ会社管理も可能。
 業界最先端機能を搭載した AQX 最新バージョン
・特許庁書類の取り込み効率化・公開情報をもとにした AI 特許サマリー生成・AI を活用した特許自動分類・ドメイン管理機能・意思判断ワークスペース

有 審査請求書などの書類作成が可能
また、各種手続書類の書誌・包袋取込が可能

有 特許庁書類および社内書類の両方を登録可能
特定フォルダから各案件への自動振分も可能

無 他社特許や他社商標の管理が可能
弊社書誌情報を利用した登録、Excel を利用した一括更新が可能

・柔軟かつ再定義も可能なワークフロー設定
・日本語・英語・中国語・韓国語・ドイツ語・フランス語の 6 ヶ国語での画面表示

可 弊社 AcclaimIP システム

他社分析やランドスケープ調査（知財ランドスケープ、テクノロジーランドスケープ）が可能

可 弊社年金サービス

最新の費用見積と実績を連携し、効率的な支払指示や確認が可能

Windows Server 2019（オンプレミス時）

Edge、Safari、Chrome を利用可能な端末

ホスティングサービス以外に、オンプレミスも選択可能

日本・米国・欧州の 3 拠点によるグローバルなサポート

条件により異なります。詳細につきましては、ご相談ください。

年間の利用料となります。詳細につきましては、ご相談ください。

　「AQX」は、知財ライフサイクルのあらゆる側面を網羅する統合プラットフォー
ムです。
　国内外にまたがる拠点での運用自動化や情報の一元管理にとどまらず、情報ダ
ッシュボード、分析・レポートツール、ポートフォリオおよび費用管理モジュールな
ど、多彩な機能を通じて得られる洞察は、ビジネス目標と整合した知財戦略の立
案と遂行を強力に支援します。
　AQX は、世界中のクライアントコミュニティからのフィードバックをもとに開発
された、業界最先端の機能を備えています。
　最新バージョンには AI を活用した特許庁書類の取り込み効率化や、公開情報を
もとにした特許サマリーの自動生成、特許の自動分類に加え、ブランド保護力を高
めるドメイン名管理、更新判断における関係者の合意形成を支援する意思判断ワー
クスペースなど、知財管理を次のレベルへと引き上げる機能が搭載されています。

株式会社アナクア

〒 100-0004
東京都千代田区大手町 2-6-4
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知財総合管理プラットフォームAQX

世界中のクライアントで構成されたワーキンググループからのフィードバックをもとにした
AQX 最新バージョン 

AI や大規模言語モデル（LLM）の活用で時代の最先端をいく「知財マネジメント」の実行を支援

AQX最新バージョン 主な新機能
・ 各国特許庁書類の取り込み効率化

・ 公開情報をもとにした特許サマリ生成

・ AI － LLM（Large Language Model）を活用した特許自動分類

・ デジタル環境でブランド保護力を強化するドメイン名管理

・ 更新判断をデータに基づいて関係者のコンセンサスを強化させる

 意思判断ワークスペース

分析モジュールなどとのシームレスな機能連携

知財スタッフ・外部特許事務所の
期限管理データやパフォーマンスデータ

手続費用、年金、報奨など様々な費用の監視や予測が可能

世界地図など様々な形式で特許や商標の出願状況がレポート可能

https://www.anaqua.com/ja
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